
 
 

2016年 2月 1日 

プレスリリース 

国際地域⼥性アカデミー	 in	Tohoku	

「グラスルーツ岩⼿アカデミー2016」	
2016 年 2 ⽉ 12 ⽇、13 ⽇ 岩⼿県住⽥町、陸前⾼⽥市にて開催	

 
特定非営利活動法人ウィメンズアイ（代表理事：石本めぐみ）は、昨年、国連防災世界会議の関連イ

ベントとして宮城県南三陸町にて開催した「国際地域女性アカデミー in Tohoku」（International 
Grassroots Women’s Academy in Tohoku）を引き継ぎ、今年より 3か年計画で東北被災地３県の若手女
性リーダー育成の研修会を継続します。第一回目として、「グラスルーツ岩手アカデミー2016」を 2 月
12日（金）岩手県住田町にて、13日（土）同陸前高田市にて開催いたします。岩手、宮城、福島の主に
20～30代女性が約 20名参加します。 
 
	 ゲストスピーカーとして、全米で著名な女性地震学者である Lucy Jones博士が来日します。Jones博
士は 2月 11日に宮城県南三陸町を視察後、本アカデミーへ出席し、その後 14日に岩手県大槌町を視察、
15日に岩手県知事へ表敬訪問をする予定です。 
 
■Lucy Jones博士 
米国地質調査所（USGS）の地震学者。1983年からカリフォルニア工科大学地震研究所の客員研究員。現在、
USGS の自然災害のリスク軽減ミッションの科学顧問として、自然災害の長期的な科学研究計画を主導し、
USGSの研究成果を全国に広め災害リスクの軽減を促している。2014年には USGSとロスアンゼルス市の連
携に協力し、市内で最も地震に脆弱な 4つの地区への対策案を作成した。 
1976年、ブラウン大学の文学士号（中国語、中国文学）。1981年にはマサチューセッツ工科大学で博士号（地
球物理学）。 
 
■国際地域女性アカデミー in Tohokuとは 
災害に強いしなやかな地域社会づくりのため、各地から復興や防災の活動に携わる女性たちが集い、体験や知

恵を共有し、ポスト兵庫行動枠組に即した市民社会側からの行動を提案しました。 
次世代を担う女性が主な対象者で、世界各地の女性グループを支援する国際ネットワーク組織であるホワイロ

ウ・コミッション(Huairou Commission)が支援をしているアジアや南米など世界から集まった女性リーダー
15 名と、東日本大震災の被災３県の様々な分野から若手の女性リーダー約 40 名が参加しました。2015 年 3
月 10 日、12 日宮城県南三陸町にて開催。（国際地域女性アカデミーin Tohoku 実行委員会主催、Huairou 
Commission共催、事務局：特定非営利活動法人ウィメンズアイ） 
 
■概要 
2016年 2月 12日（金）11:30-17:00	  岩手県気仙郡住田町	  住田町役場 

  2月 13日（土）9:00-15:30	  岩手県陸前高田市	  箱根山テラス 
 
主催：特定非営利活動法人ウィメンズアイ 
助成：みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）、Fish Family財団 
協賛：米国地質調査所（USGS）、ロクシタン・ジャポン（L’OCCITANE Japon） 
協力：若希スティール（東京大学社会科学研究所准教授）、特定非営利活動法人いわて連携復興センター、東日本大震災支

援全国ネットワーク（JCN）、 
 

問い合わせ先：特定非営利活動法人ウィメンズアイ		

担当：田浦	 070-5517-7577	 石本	 090-6018-7759	 	

〒987-0511	 宮城県登米市迫町佐沼字新大東 125	 とめ女性支援センター	


